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かわさきチャレンジ・３Ｒかわさきチャレンジ・３Ｒ
‐‐地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指して地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指して‐‐

川崎市環境局生活環境部廃棄物政策担当

主幹 横田 覚

資料 ４
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■川崎市の地形・位置

東京都

横浜市

（出典：川崎市市勢要覧２００７年版）

東京湾

多摩丘陵
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産業構造の転換と研究開発型産業の集積
○ 川崎臨海部は京浜工業地帯の中核として日本の産業を牽引

○ 産業構造の転換や経済活動のグローバル化による既存産業の空洞化

（川崎市のものづくり機能を支えてきた中小企業にとり厳しい環境）

○ 情報通信分野などを中心に我が国を代表する先端技術産業が集積

○ 研究開発機関が数多く市内に立地し、学術研究機関に働く人の割合は大都市の
中で1位

川崎臨海部を中心に、過去に経験した公害への対応の中で培った高い環境川崎臨海部を中心に、過去に経験した公害への対応の中で培った高い環境
技術を活かした環境分野における新産業や、先端科学技術の研究開発拠点技術を活かした環境分野における新産業や、先端科学技術の研究開発拠点
形成の動きも活発形成の動きも活発化化
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川崎市一般廃棄物処理の現状と課題

○ 最後の埋立処分場

○ 依然として高水準のごみ量

○ 伸び悩む資源化量

○ 多額のごみ処理費用
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川崎市のごみの排出量に占める焼却
量と資源化量の割合
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川崎市一般廃棄物処理基本計画
－かわさきチャレンジ・３Ｒ－

○ 平成１７年４月策定

○ 基本理念

地球環境にやさしい持続可能な循環型のまちを目指して

○ 基本方針

・限りなくごみをつくらない社会を創ること

・市民・事業者・行政が信頼し協力し合える関係を築くこと

・市民の健康的で快適な生活環境を守ること
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計画の目標

○ ごみの発生抑制の推進

市民１人1日当たりのごみ量を180ｇ減量

○ リサイクルの推進

市全体の資源化量を20万トン（資源化率35％）

○ 焼却量の削減

ごみ焼却量を13万トン削減（平成15年度比）

••
埋
立
処
分
場
の
延
命
化

埋
立
処
分
場
の
延
命
化

••
３
処
理
セ
ン
タ
ー
体
制
の
実
現

３
処
理
セ
ン
タ
ー
体
制
の
実
現



8

基本施策
○ 循環型社会へのビジョンを共有し「環境市民」となる

環境学習・環境教育の促進、情報の共有化、市民参加の促進等

○ 循環型の処理システムを築く

・ ごみをつくらない社会を創る

・ やむ得ず出たごみは可能な限り資源物とする

・ 資源にならないごみは適正に処理する

○ 新たな視点と発想による施策展開
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具体的施策その１

「環境学習・環境教育の促進」
廃棄物の減量・リサイクルを推進するためには市民の協力を得ることが必要不可欠

市民の環境意識の向上を図る目的で、市職員による出前講座を開催

講座内容
①出前ごみスクール ：主に小学校向け

②ふれあい出張講座：地域の集会・イベント向け
ゲーム形式によるごみの分け方、出し方の体験学習や、収集車を使った実演によ

るごみ収集作業の疑似体験を通し、ごみの減量・リサイクルに関する授業を実施

各地域のごみ収集を所管している生活環境事業所（生活環境推進担当職員）が対応
（事業所によっては収集作業員がスタッフとして参加）

Ｈ１８年度実績
①出前ごみスクール：５４回（幼稚園、小学校、中学校で実施）
②ふれあい出張講座：１１回

概要
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具体的施策その１

「環境学習・環境教育の促進」

小学生等を対象とした出前ごみスクールは好評を得ている一方で、ふれあい小学生等を対象とした出前ごみスクールは好評を得ている一方で、ふれあい
出張講座の浸透度は低く、地域への一層の働きかけが必要出張講座の浸透度は低く、地域への一層の働きかけが必要

出前講座の更なる実施に向けた体制の整備が必要出前講座の更なる実施に向けた体制の整備が必要

課題
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具体的施策 その２

「川崎市ごみ減量推進市民会議」
市民との協働によるごみ減量への取組を推進するためには、市民参加促進に向けた
環境の整備が必要

川崎市ごみ減量推進市民会議の設置

平成19年1月設置
構成
市民（一般公募）、廃棄物減量指導員（地域のごみに関するボランティア・リーダー）、
市民活動団体、事業者（スーパー等）、学識者、行政
内容
○市民や地域自らがごみの減量に進んで協力・行動できる具体的な方策を検討
○机上の議論に留まらず、実践的な取組の実施に向けて検討

→ 分科会方式で検討分科会方式で検討
①生ごみ：市民向けリサイクルハンドブックの作成
②地域：地域のごみ減量・リサイクルの取組事例発表会の開催
③事業者との連携：レジ袋削減に向けての取組

概要
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具体的施策その３

「ミックスペーパーの分別収集」

※環境事業団により形成されたエコタウン内にある処理業者で再生

モデル収集

H18.11～ 4,200世帯

H19.4～ 15,200世帯

H20.4～ 90,000世帯

全市実施

H22年度中 60万世帯

○課題

・中間処理施設の整備

・普及広報
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具体的施策その４

「かわさき生ごみリサイクルプラン」
当市の生ごみリサイクルを取り巻く課題当市の生ごみリサイクルを取り巻く課題

○市街化の進んだ都市におけるリサイクルシステムの構築

○川崎市の特性を踏まえた生ごみリサイクルの必要性 等

かわさき生ごみリサイクルプランの策定かわさき生ごみリサイクルプランの策定

平成19年2月策定

基本理念：持続可能な循環型の生ごみリサイクルシステムの構築を目指して

基本方針

○生ごみの発生・排出抑制を基本とすること

○地域の特性を活用した生ごみリサイクルシステムを構築すること（小さな循環、
大きな循環）

○幅広い連携を図り、総合的に生ごみリサイクルを推進すること

目標：1人１日あたり生ごみ量を100ｇ減量（Ｈ27年度）

概要
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大 き な 循 環

地域特性を踏まえ、大きな循環、
小さな循環を生かした生ごみリサ
イクルプラン実行のイメージ図

大 き な 循 環

小さな循環

小さな循環

北部地域の特性
市内でも農地面積が広く、
戸建住宅も多い。

南部地域の特性
農地がほとんどなく、
集合住宅が多い。

メタン発酵施設等によ
る事業系生ごみのリサ
イクル

焼却場の余熱を利用
した飼料・肥料・燃料化
プラントの建設

市民の生ごみ処
理機を利用したリサ
イクルへの支援
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具体的施策その５

「ごみ処理施設の整備」
仮称リサイクルパークあさお整備事業仮称リサイクルパークあさお整備事業

老朽化が進み、焼却能力の低下が見られる王禅寺処理センターの更新事業

H19年2月に提出した循環型社会形成推進地域計画のもと、循環型社会にふさわ

しい総合的廃棄物処理施設として整備を計画

焼却処理施設：H23年度完成予定（処理能力：450t／日）

資源化処理施設：H26年度完成予定

循環型社会形成推進交付金を受け整備を行う

－川崎市内の処理施設－

仮称リサイクルパーク
あさお整備事業地 （廃止）

（廃止）
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今後の展開

社会経済システムとライフスタイルの変革

循環型社会の形成・地球温暖化防止

意識から行動へ

地球温暖化防止対策との連携強化


